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脱母性化時代における母親イメ ジ

－ライフステージ別のイメージの比較を通じて－

ChangingImagesof‘Mohterhood，， inJapanToday

新井範子＊

lVOrj〃ＯＡγcuj

InJapan，ｔｈｅbirth｢ａｔｅｉｓｇｏｉｎｇｄｏｗｎｆｒｏｍ1970,s・Ｍａｎｙｗｏｍｅｎｍａｋｅｔｈｅｉｒｃｈｏｉｃｅｏｆ

ｈａｖｉｎｇｎｏｃｈｉｌｄｒｅｎ・ｓｏ，thefamilysystemandthetraditionalsexrolehavechanged･

Ａｎｄｎｏｗ，theconseptofMotherhoodhavebeenＣｈａｎｇｉｎｇ、

Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｅｐｒｅｓｅｎｔｓｔｕｄｙｉｓｔoinvestigatetheimageofmodemmotherandthree

typesofconcretemotherswhoareindifferentlife-stage、１９８ｍａｌｅａｎｄ２０６ｆｅｍａｌｅｗｅｒｅ

ａｓｋｅｄａｂｏｕｔｔｈｅｉｍａｇｅｓｏｆｅａｃｈｔｙｐｅ・TheresultwereasfoIIow：（１）therewasnodif

ferencebetweenmaleandfemaleonmodernmotherimages・ltwasatraditionaland

ideologicalmotherimage．（２）Onotber3types，theseimageswereverydifferentfrom

modernmotherimage，andcomparedtofemale,malehadnegativeimages．（３）Femalehad

atendencytodenytraditionalsexroles．

一前，東ドイツでは，西ドイツに比べ，女性の就業率が

高いにもかかわらず，出生率も明かに上回っていること

や，働く主婦のほうが，子どもを肯定的に評価している

ことを前提に，仕事についているか否かという区別や，

｢女がどうした（中略）というお決まりの文句を並べる

だけでは出生率低下の背後になにがあるかという疑問に

答えたことにはならない」と述べている。また，上野

(1991）は出生率の低下は「女性が選択を行使して生ま

なくなったというけれど，（中略）これは，強制された

選択なのではないだろうか」と述べ，子供を育てあげる

のにかかるコストの急激な上昇が，子供を生めない社会

をつくったとしている。

いずれにせよ，「生まない」ことも選択できる現在の

社会は，女性が母親としての、己実現以外の道も選択で

きる社会となっている。社会進出も進承，性役割も変化

している現在，「母親」は．どのように捉えられている

のであろうか。本稿は，母親のイメージを調査により明

かにすることで，人口学的見地，社会制度による説明で

はなく，出生率低下の背景にある意識を解明する第一歩

となることを目的としたものである。

Ｌはじめに

わが国の出生率は，１９７０年代の半ばから，低迷を続

け，１９９０年には，合計特殊出生率(注)が１．５３と動態統

計史上の最低を記録した(厚生省,1990)。また，1992年

の「国民生活白書」では，このように出生率が下がり，

近い将来やってくる子供や若者が少ない社会のことを

｢少子社会」と名づけ，子供を生みたくても生めない社

会環境の悪さが，出生率低下の原因としている（経済企

画庁，1992年)。1990版の厚生白書では，出生率低下の

要因は，①晩婚化の進行，②女性の職場進出と結婚の魅

力の低下が考えられるとしている。その上で，出生率の

低下は経済，社会保障などの面において，大きな影響を

与える（厚生省，1990）と危機感を示し，女性の就労と

子育てが両立できるような道を探ろうとする姿勢が承ら

れる。つまり，働きながら子育てができる環境を，作っ

ていこうとするものである。出生率低下の要因として，

このように女性の就労が挙げられることは多い。

しかしながら，Beck-Gernsheim(1989)は，ドイツ統
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は低いことを指摘している。また，母親意識の世代別調

査を行い，昭和初期に育児を担当した母親は，現代の母

親より，母親であることを肯定的に受容しているが，現

代の母親は母親であることと，自分自身の生活を求める

欲求との間で，葛藤が強いことを明らかにしている。

女性の高学歴化が進承，社会に参加する機会も開かれ

ている現在，近代に誕生した献身的で犠牲的でふくよか

な「母性」は，本能ではなく，社会的に培われるもので

あることが明らかにされていったのである。

11-3．「母親」をめぐる変化

Bernald（1983）は，アメリカの伝統的な，父親が養

い，妻は主婦という構造は，１９８０年代までの寿命であ

ったと指摘しているように，現在の社会では，女性が，

－人ひとりの人間として．「男は外，女は家」的な型に

とらわれずに，それぞれの個人として，生き方を選択で

きる時代になってきた。女性，ことに既婚女性の雇用率

の高まりにより，性役割分業も流動化し，家族の役割構

造にも変化が生じてきた。このような傾向が続くと，男

女の性役割分業がなくなる男女共業型社会(庄司，1986）

が出現すると考えられる。このような社会では，物材の

生産と人間の出産，養育や介護も同等に重要な労働とな

り，男女の扶養，被扶養関係や支配，被支配の関係も消

滅する（岡村，1990）であろうと考えられるに，

就労女性が増えたことで，「性役割の革命」（Davis，

1984）が起こったと言われている。しかしながら，現在

の社会はその革命が進行中の社会であると言ってよいだ

ろう。家庭と仕事の両立をめざしながらも，家事の負担

が女性の重荷になるケース，仕事と家事のダプルバイソ

ドに悩まされている女性は多い。しかしながら，一方で

ば「生まない女性」も社会的に認められるようになって

きた。こどもを生まない女性のイメージを調べ，「利己

的でない｣，「不自然ではない｣，と多くの人が感じてい

る（Hare-Mustin＆Brodeick,1979）と報告している研

究もある。

また，こどもを生み，母親になっても，社会参加と育

児の接点を見つけ，家事や育児といった「シャドウワー

ク」（Illich，1981）だけでなく，主体的に生きようとい

う女性も多く出現している。「母親」としての自己実現

だけが女性の選択肢ではない。それにともなって，家族

の中の母親の位置づけも変化してくる。就労の他にも．

子供数の減少にともなう育児期間の短縮，また技術革新

での家事時間の短縮，そして，夫との家事分担の平等化

への流れ（岡村，1986）などの要因により，家族内での

母親の位置づけも変化しつつある。

社会学研究科紀要２

ＩI．「母親」概念の再検討

11-1．母性の誕生

「母僅｜という言葉を辞書でひくと，「女性が母親とし

てあっている性質」というように書いてあることが多

い。沢山（1979）によると，「母性」という言葉が日本

で初めて使われたのは，大正時代のことであり，スウェ

ーデンのニレンーケイのmoddskap（英語のmother‐

hoodmaternity）の訳語として登場したようである。

それ以後，「母性」はしっかりと定着し，女性に本来備

わっている本能，母性本能として扱われてきた。そし

て，「母性愛」は，自己犠牲的，無償の愛というイメー

ジが絶対的であり，そのイメージが理念型の母親像とし

て浸透し，そのイメージにそった行動こそが理想の母

親とされてきた。母親のあるべき姿は家族制度と深く関

連しており＃第二次世界大戦前の日本における「家」制

度のもとでは，「母性」はこどもを生み，育てる手段、

道具として使われていた。戦後，核家族化が進む中で，

都市化とあいまって，「家」や村によって支えられ，補

われていた子育ては，母親が一身に引き受けることにな

ったのである（堤，1992)。そして，性役割分業が進み，

｢夫は外，妻は家」という近代的な家族の分業形態が望

ましいものとして，社会に受け入れられていったのであ

る。

11-2．近代的母性神話の崩壌

しかし，あたかも女性の本能のごとくとらえられてき

た「母性」に異議を申し立てたのは，Aries(1960）であ

る。彼は，現代の社会において，家族や家族愛について

常識のようにもっている感覚とは異なるものが，歴史的

に存在したことを裏付け，母性愛は近代の産物に過ぎな

いとしている。また，Badienter(1980）は．母性愛は女

性の本能ではなく，社会的に要諦されたその時代によっ

て，プラス'二なったり，マイナスになったりすることを

示し，付加される愛（ramourenplus）であると指摘し

ている。

GenevieとMargoHes（1987）は，アメリカ全土の母

親たちへの調査に基づき，母親であることを否定的にし

か見ることのできない女性たちが，５人に１人おり，大

部分の女性たちが，母親であることに対し，非常に大き

な矛盾を.抱いていることを明らかにし一般的な「母

性」イメージが，現実とはどんなに異なっているかを明

らかにした。日本においても大日向（1988）は母親を対

象とした調査より，ｌ丑親役割を受容し，そのことに生き

がいや充実を感じ，そのことが自分らしいと感じる認識
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また．母親になってからのライフコースも変化してい

る。こども数の現象による出産期間の大幅な短縮と平均

寿命の伸びなどが，その大きな要因と考えられる。明

治３８年生まれの女性のライフコースでは，出産期間が

12.5年にもおよんでいるのに，昭和３４年生まれの女性

では２．４年と大幅に減少している。また，寿命の大幅な

伸びにより，こどもの独立後も３０年もの間，脱規則が

ある（善積，1991)。このように，戦iiilでは考えられな

かった自由時間を母親は持つようになったのである。こ

のことより，一言で母親と言っても，どのライブステー

ジに位置しているかによって，母親としての生活や役割

が大きく異なり，それにつれて母親のイメージに大きな

差が見られると思われる。つまり，現在の時代の理念型

としての母親イメージは，なくなりつつあるのではない

かと考えることができるであろう。

である。平均年齢は２５．３歳（レンジ２１～３０歳)。①～

⑤のそれぞれについて，思い浮かぶ形容詞を収集した。

次に得られた回答（反応繍延ぺ数，８１２語）を分類し，

それらから，以下のようなjmE準で形容詞が選択された。

まず，①,身体的な特徴を表現している言葉は除く，②，

出現頻度の高い言葉は採用する，③，正の意味を持つ言

葉だけでなく，負の意味を持つ言葉も採用する，これら

の手続きで２３対，４６の形容詞が選択された。

111-3.本調査

本調査は，予備調査で採択された形容詞対をランダム

に配侭したＳＤスケールにより，上肥の①～⑤の女性の

イメージを７段階尺度で評定させた。

’11-3-1．鯛査対象者

これから観になるかどうかを選択する，または選択中

の世代として，２０代の男女，そして，子どものいない

人を対象としまた母親のライフステージごとのイメー

ジの違いをみるために，対象苫をこの世代だけに限るこ

とにした。男女とも会社員と大学３，４年生を対象にし，

男女合計は404名。男性は平均年齢２５．７歳（レンジ２０

歳～２９歳）計198名。内訳は会社且，１０１人，大学生，

９７名。女性は，会社員１１０名，大学生，９６名の計２０６

名。平均年齢２５．３歳（レンジ２０歳～２９歳)。会社員

は東京にあるlelli企業に勤める社貝500名を対象に郵送

法により行われた。１１１収率４２％はである。大学生は都

内私立大学Ｓ大学とＫ大学において，ゼミの時間を利用

し，集団で実施された。

Ｉ11-3-2．調杢実施時期

平成４年９月～１０月。

Ｉ11-3-3．質問紙

質間紙は①「母親｣，②「赤ちゃんの母親｣，③「小学

生の子どもを持つ母親」④「社会人の子どもを持つ母

親｣，⑤「理想女性」の５つのイメージを，予備調査に

より得られた２３対の形容詞対とランダムに配置した

ＳＤスケールにより，７段階で評価させた。その他，フ

ェイスシートにおいて，年齢，性別，最終学歴，職業，

婚姻状況の人口統計学的変数，そして，女性について

は，将来的に子どもを生みたいと思っているかどうか，

子どもが生まれた後の仕訓「をどのように考えているか．

という子どもを持つことに対する意紬をきいた。

なお，本調査と子IIli1JM査はすべて異なった対象者から

とられている。

ＩＩＬ調査

111-1．調査目的／調査内容

「母親」をめぐる状況が変化しつつある現在､これか

ら親になることを選択する世代が，「母親」をどんなイ

メージでとらえられているのかを,iiiペることが，本調査

の目的である。また、「母親」という言葉により，理念

的な母親イメージだけが浮かび上がってくる可能性も考

慮し，より実際に抱いているイメージを調査するため，

ライフステージ別の母親イメージもあわせてきくことに

した。これは，母親のイメージもライフステージごとに

変化することも予想されたためでもある。

上記の理由により，①「母親」イメージの他，ライフ

ステージが別の３つの母親イメージ，②「赤ちゃんの母

親」③「小学生の子供を持つ母親｣，④社会人の子供を

持つ母親」のイメージの４つの母親イメージが調査され

た。②～④の３つのライフステージは，こどもが就学

前．就学中，就学後のそれぞれを具体的に表したもので

ある。またⅢ①～④の母親のイメージが，自分が「こう

なりたい」と思っている女性と，どのように異なるのか

をゑるために，⑤「自分のなりたい女性のイメージ，男

性の場合には，「女性はこうあるべきだと思われるイメ

ージ」（以下，この２つを「理想女性」とする）も調査

した。

111-2.sＤ尺度構成のための予備調査

本調査のため，ＳＤ法の方式に従った尺度項目を選定

するための予備調査を行った。その内容は，上の①～⑤

の５つのタイプの女性の特性を記述する形容詞の収集で

ある。対象者は社会人男性４０人，女性４１人の計８１人

１Ｖ・結果

①～⑤のそれぞれの形容詞尺度への反応に対し，個別
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表１：「母親」イメージ尺度の因子分析の結果
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(ベリマックス回転後）

に因子分析を施し韮本次元の抽出を試みた。用いた因

子分析の手法は，初期値にＳＭＣを用い，共通性の反復

推定をおこなって主因子解を求め，パリマックス回転を

施すものである。また，性差があるかどうかをみるため

;こ，男女別に各尺度について平均値と標準偏差を求め，

ｔ検定を行い，プロフィールを比較した．

１V-1．『母親』イメージ

『母親」のイメージでは，第１軸では「視野が広い－

視野が狭い」「余裕がある－余裕がない」「知性のある－

知性のない」などの尺度の負荷量が高く，個人の意思や



脱母性化時代における母親イメージ

図１：「母親」各尺度の平均値，ｔ検定の結果とプロフィール

男性
１２３４５６７

５

女性

３．９３＊

３．７７

３．５６

４．２６

４．６７

４．４７

４．０５

３５６

３．５０

３．９０

］．７７

Ｌ６Ｉ

Ｌ７６

２.Ｏ２

Ｌ８０

Ｌ９２

２．１８

２．８０

４．６７

３．１６

３．５３

３．６９

３．０８

＊Ｐ＜０５

視野がnkい

余総のある

知性のある

洗練された

rI111な

色気のある

鋭い

行動力のある

かわいい

社交的な

暖かい

家庭的な

献身的な

おもいやりのある

忍耐強い

やさしい

明るい

心がuhiい

、償のある

気が強い

積極的な

１．１己主強できる

充実した
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余桁のない３．６３

知性のない３．５４
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かわいくない３．６６
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家庭的でない１．５０

利己的な１．９１

わがままな２．０５

忍Ⅲ強くない１．８５
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心が狭い2.76
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気かjJljい３．１７

消極的な３．３４

日Lkl2張できない３．６９

空虚な３．０９

ﾄﾞＰ＜､001＊＊Ｐ＜､０１…－－．男性

一女性

＊＊＊Ｐ＜､001

行動の広がりを表すものと考えられ,〈解放性＞因子と

した。第２軸は「暖かい－冷たい」「家庭的な－家庭的

でない」「献身的な－利己的な」などに負荷量がir5<，

他者への配慮や包容力を表すものとして〈共同性＞因子

とした。第３軸は「｢1億のある－自信のない」「気が強

い－気が弱い」など，自分の意思の主張の軸として，

<自己顕示性＞因子とし，以上の３つの因子構造が認め

られた。（表１）第１因子と第２因子が重要な次元を占

めていることから，（寄与率は４．４８と3.77)，行動や意

識の広がりと，他人への親和性が「母親」イメージの基

本的特性と言えよう。また，各尺度の平均値によるプロ

フィール（図１）を見ると，暖かく，家庭的で献身的で

あるが，｛９１曲ではなく，［'億のない母規像が読糸取れ

る。＜解放性＞因子の寄与率が高いことから，「母親」に

関しては，意識や行動の範lJHが狭く，自由ではないが，

暖かく，家庭的で献身的であるという母親像が浮かんで

くる。いわゆる’性役割分担がしっかりしている近代家

族における母規のイメージとかなり重なっていると言え

るであろう。また，ｔ検定の結果を見ると，男女群での

有意差(p＜0.1）が認められたのが一項目しかなかった。
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表２：『赤ちゃんの母親」イメージ尺度の因子分析の結果

６

第１因子｜第２因子｜第３因子Ｉｈ２

やさしい－きびしい

献身的な－利己的な

おもいやりのある－わがままな

暖かい－冷たい

明るい－暗い

心が広い－心が狭い

家庭的な－家庭的でない

忍耐強い－忍耐強くない

扣
師
別
□
矼
妃
⑫
弱
羽

●
●
●
、
■
●
●
Ｄ
Ｃ

皿
ね
ね
、
“
閉
⑫
弱
羽

■
●
●
■
●
●
●
。
●

３
４
０
８
９
４
８
４
２

１
１
１
０
３
２
０
０
２

●
●
●
●
●
■
■
●
●

一
’

冊
町
ｎ
ｍ
焔
週
四
ｍ
羽

●
●
●
●
●
●
●
●
■

’
’

共同性

充実した－空虚な

視野が広い－視野が狭い

洗練された－野暮つたい

余裕のある－余裕のない

色気のある－色気のない

自由な不一自由な

知性のある－知性のない

自己主張できる－自己主張できない

行動力のある一行動力のない

鋭い－鈍い

かわいい－かわいくない

氾
鎚
田
師
田
弱
印
⑲
処
扣

●
●
●
●
●
■
０
●
●
●

３
２
２
１
０
９
５
５
７
５

０
０
０
１
１
０
２
４
２
０

●
●
●
●
■
●
●
●
●
●

７
７
４
４
９
４
１
５
７
２

５
４
５
３
３
４
３
４
２
３

■
の
巳
■
●
●
●
●
●
０

解放性 ５
３
８
２
９

３
０
４
０
３

●
０
●
ｏ
●

積極的な－消極的な

気が強い－気が弱い

自信のある－自信のない

社交的な－非社交的な

､７３

．７２

．５９

．４６

追
い
泌
町

●
■
●
■

９
６
１
７

１
０
２
３

●
●
●
●

､５９

．５２

．４７

．３６

自己顕示性

有
与

値

率（％）

３．３７

１７．９

３．８１

２１．９

固
寄

４．４５

５５．０

(バリマックス回転後）

このことから，山村（1971）が「日本の母は価値的なシ

ンボルとして機能している」と述べている通り，プロト

タイプの母親イメージがすでに文化的に確立しており，

現代の社会にあっても，その理念型として残っていると

言えよう。

Ｗ-2．『赤ちゃんの母親」イメージ

第１軸ばく共同性＞因子，第２軸では「視野が広い－

視野が狭い」などが高い負荷量を持つことから意識や

行動の<解放性＞因子，第３軸はく自己顕示性＞因子と

解釈された（表２)。因子構造も，「母親」の場合と順序



脱母性化時代における母親イメージ

図２：「赤ちゃんの母親」各尺度の平均値，ｔ検定の；

１２３４５６７

７

t検定の結果とプロフィール

リj性女性

きびしい２．２９１．８６＊＊＊

利己的な２．３２１８１＊＊＊

わがままな2.021.9O

冷たい2.02165＊＊

lliliい２．６４２１０＊＊＊

心が狭い３．４５２．８３＊＊＊

家庭的でない1.721.8O

忍耐強くない２３４Ｌ８６＊＊＊

空虚な２．９３２．５２＊＊＊

視野が狭い４．５２４．４０

野雇ったい４．６０４．３３

余裕のない４．６８４．６６

不自由な５．１５５．２２

色気のない４．８５４．８５

知性のない４．０９３．５１＊＊＊

1'1己｣{賑できない４０６４．０７

行動ﾉJのない４．３２３．４９

純い４４４４．２(ｉ

かわいくない３．６３３．１３＊＊

il11極的な３．６９３．３３＊

気が鯛い3.473.31

1〕信のない３２１２．９４

Ｊ１:社交的な３．６１３．７１

やさしい

献身的な

おもいやりのある

暖かい

明るい

心が広い

家庭的な

忍耐強い

光実した

視野が広い

洗練された

余桁のある

rlll1な

色気のある

知性のある

ｒｌＬＬ主!liできる

行動〃のある

鋭い

かわいい

械極的な

気が強い

自偏のある

社交的な

一一一リ)性 ＊＊＊Ｐ＜、００１＊＊Ｐ＜､０１＊Ｐ＜､０５

女性

1V-3．「小学生の母親」イメージが入れ替わっただけで，榊造としては同じであり，プロ

フィール（図２）も他のタイプと比べると，「母親」イ

メージに似ていた。つまり，『赤ちゃんの母親」に対し

ては，やさしく，献身的な，いわゆる「母性的」である

が，自由や余裕がないというイメージを持っていること

がわかった。これは，育児に手がかかり，自由な時間を

持てないという幼児の母親の生活を写しだしたものと言

えるが，そのように自分の時間を犠牲にし，長い時間，

育児に専念する姿を「伝統的な母親」イメージに近いも

のとして，とらえていることがわかった、

第１因子として，〈共同性＞因子，第２因子は「色気

のある」「視野が広い」などとその反対語から構成され

る尺度の負荷量が高く，女性の内面，外面のスマートさ

をl1illlにしたものと染なし，〈スマート＞因子とした。第

３因子はくI(1己顕示＞因子，第４因子は「充実した－空

虚な」「行動力のある一行動力のない」「社交的な－非社

交的な」などの尺度で負荷量が高く，自分で行動し，そ

れを受けいれることを示す次元として，〈自己享受＞因

子と命名した（表３》第１因子である「共同性」の寄

〈

■

’００６０●６８

：’八Ｖノご軋迫

６

ｂ

ｑ

：。
●◆

ﾐﾐﾐﾐﾐﾐﾐ

＜

1,1■
、

亙
〆f管』

Ｉ

>1
ひ

び

》



社会学研究科紀要第３５号１９９２

表３：「小学生の母親」イメージ尺度の因子分析の結果

８

第１因子｜第２因子｜第３因子｜第４因子ｌｈ嬰

献身的な－利己的な

暖かい－冷たい

忍耐強い－忍耐強くない

おもいやりのある一わがままな

明るい－暗い

心が広い－心が狭い

家庭的な－家庭的でない

師
師
師
“
印
昭
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●
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０
●
■
●
●

６
０
５
９
１
１
２

３
２
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３
２
４
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●
●
●
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●
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０
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０
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１
１
１
３
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０
０
■
●
●
●

共同性

１－ ￣￣Ｔ￣
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、
妬
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記
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鍋

●
●
●
Ｃ
Ｄ
●

３
８
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２
０
０

１
１
０
０
２
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■
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Ｄ
●

４
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８
５
０
０

１
１
１
４
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●
●
●
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●
●
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残裕のある－余裕@

気が強い－気が弱い

自己主張できる自己主張できない

積極的な－消極的な

自信のある－自信のない

鋭い－鈍い

､1３

．０６

．３０
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．３５
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０
０
７
３
１

７
７
６
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４

●
●
の
Ｃ
●
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２
２
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６
４

５
５
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４
４

●
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●
●

自己顕示性
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●
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．６１
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．６０

．５２
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(ベリマックス回転後）

与率が他のタイプの比べてとても高い。プロフィール

(図３）を見て承ると，「献身的な」「家庭的な」「やさし

い」などの<共同性>因子を構成している尺度において，

母親イメージと大きな差が見られた。そして，〈自己顕

示＞因子において負荷量が高い「自己主張できる」「気

が強い」とその反対語からなる尺度の平均値も，母親イ

メージとは大きく差が見られる。つまりｗ他者に対して

寛容ではなく，自分の存在や意思を顕示し，きびしいと

いうイメージであることがわかる。またこの「小学生の

母親」は，５つのイメージの中でいちばん，ネガティヴ



脱母性化時代における母親イメージ

｢小学生の母親」各尺度の平均値，ｔ検定の結果とプ官フィール
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４２９
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４．１１

２．３９

２．７８

２．５９＊＊＊

２．９８

３．５７

３．３３＊＊
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一女性
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に受け入れられていることがわかる。しかし，蘭(1989）

の調査によると，母親像は「献身的で苦労が多く，夫や

子供を第１にして生きている像」と「利己的で感情的で

自分勝手な」母親像の両方があるということがわかり，

この「小学生の母親」イメージは後者のイメージと近い

と言え，母親のイメージとかけ離れているということ

は，一概には言えないであろう。

１Ｖ-4．「社会人の母親」イメージ

『社会人の母親」のイメージ調査では，第１軸が「行

動力のある一行動力のない」「社交的な－非社交的な」

など外へむいている行動や意識を示す軸として〈外向

性〉因子ととらえられた。また第２因子は「やさしい－

きびしい」「おもいやりのある－わがまま」「な心が広

い－心が狭い」など広い次元での他者との関係を表すも

のとして，〈共同性＞因子とした。第３因子はくスマー

ト＞因子と解釈し第４因子は,「忍耐強い」「家庭的な」

｢献身的な」とその反対語からなる尺度の負荷量が高く，

自分よりも他者優位に行動しようとする意識の軸として

〈他者志向的〉因子と解釈し，以上，４つの因子構造が

見られた（表４）。『社会人の母親』イメージの特徴とし
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表４：「社会人の母親」イメージ尺度の因子分析の結果

1０

第１因子ｌ第２因子｜第３因子｜第４因子 h２

行動力のある一行動力のない

社交的な－非社交的な

積極的な－消極的な

明るい－暗い

自信のある－自信のなし

自己主張できる自己主張できない

気が強い－気が弱い

氾
的
刀
団
妬
必
配

8２

肥
脆
叩
胆
肥
Ⅲ

0７ 1６

7７ 2６１２

1６7４ 2４

外向性 3１6９ 2０

1９6５ 0１

6５ 1５ 0７

０９

－｣－

町’
5６１

４１

３１

5０ 0４ 0４

￣〒￣

やさしい－きびしい 6２

旧
肥
皿
犯
弘
鍋
型

●
●
●
●
●
●
●

7３ 2５

おもいやりのある－わがままな

心が広い－心が狭い

暖かい－冷たい

自由な－不自由な

余裕のある－余裕のない

視野が広い－視野が狭い

6９3２7１

6１2４６１

6２共同性 3５5８

4０5２ 11 0８

4０4８ 1９0５

5４4６ 3８ 3４

色気のある－色気のない

洗練された－野暮つい

かわいい－かわいくたい

知性のある－知性のない

充実した－空虚な

⑲
釦
卯
⑲
兜

●
●
●
●
Ｂ

,０５

．２９

．１１

．３５

．３５

1６

舶
師
陀
別
妃

●
□
●
●
●

0３

1２

駕
欝
一

3２トス

1７

計÷忍耐強い－忍耐強くたい

家庭的な－家庭的でない

献身的な－利己的な

鋭い－鈍い

妬
別
認
、

●
●
●
●

祀
れ
田
釦

●
Ｏ
●
●

、０５１

二l:｜
、３７１
－－T￣

鼠:ｚｉｌ

肥
胆

1９

他者志向
1６ 1５

｜鋭し
'－－－｢￣￣

4２0７

有
与

値

率（％）

固
寄

2.65２．７５３．０２

８．６２１８．７1９

(パリマックス回転後）

ては，第１因子〈外向性＞が主要な次元を占めていると

いう点である。つまり「社会人の母親」イメージの避本

的特性がく外向性〉であり，この因子を織成している尺

度のプロフィール（図４）を見て承ると，「母親』や「赤

ちゃんの母親」とちがって，目ltlで行励が外向きである

ととらえていることがわかる。そして〈共同性＞因子で

負荷量が高い尺度が〆母親イメージとは大きく違ってい

る。つまり，あまり家庭的や献身的でないというイメー

ジが読承取れる。これらは，子育てを終えた母親が，子

育てや家庭のことに時間，労力を追われることなく，日
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図４：『社会人の母親」各尺度の平均値，ｔ検定の結果とプロフィール

男性女性
Ｉ２３４５６７

行動力のある

社交的な

穣微的な

ＩＵ１るい

ｎ個のある

自己主張できる

気が強い

やさしい

おもいやりのある

心が広い

暖かい

自由な

余裕のある

視野が広い

色気のある

洗練された

かわいい

知性のある

充実した

忍耐強い

家庭的な

献身的な

鋭い

行動力のない２．７３２．６８

非社交的な２．６０２．５２

１W極的な２．９８２．９９

暗い2.642.45

121僧のない２．７９２．９１

pLl主張できない２．９４３．０８

気が弱い３．４７３．５５

きぴしい２６１２．６３

わがままな２．９６２．６２

心が狭い２．９９２．６９＊＊

冷たい３．０７２．４６＊＊＊

不ｎ由な２．１１１．９３＊

余裕のない２．２１１．８５＊＊

視野が狭い３．１５３．０７

色気のない４．８９４．４４＊＊

野馨ったい３．９９３．３８＊＊＊

かわいくない３．４１３．７９＊＊＊

知性のない３．５１３．１６＊＊

空虚な３．３０２．８５＊＊

忍酎強<ない３．９１３．４４＊＊

家庭的でない４．４１３．７９＊＊＊

利己的な４．５１３．７２＊＊＊

鈍い４．０２３．９４

＊Ｐ＜､001＊＊Ｐ＜０１＊Ｐ＜､０５

二難
＊＊＊Ｐ＜,001

由な時間が増え，主体的に生活しているといったイメー

ジとして受け取れる。

１V-5．「理想女性」イメージ

女性たちがどんな女性になりたいかという（男性は

｢女性はどうあるべきか｣）という「理想女性」イメージ

は，それぞれの母親イメージとは全く違う結果が出た。

まず，因子分析の結果，２つの因子が認められた｡館’

1'１，は「自信のある－自信のない」「行1助力のある－行1,1

力のない」などの尺度の負荷量が高く，主体的に生きる

ことを示す〈主体性〉因子と解釈した。また，第２軸は

｢暖かい－冷たい」「やさしい－きびしい」などで負荷量

がi1.6<，〈明朗性〉因子と糸なした（表５)。しかし，ｔ

検定の結果，他のタイプに比べ，男女差が非常に大きい

と判断されたので，男女別の因子構造を見てみると，お

のおの３つの因子櫛造が認められた。

男性の場合，（表６）第１因子がく共同性>，第２因子

がく自己顕示性〉，第３因子として〈気の強さ＞が認め

られた。また，女性の場合（表７）は，「知性のある－

知性のない」「社交的な－社交的でない」などの因子の

負荷量が高いことから，第１因子をくソフィスケイティ

。

！
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炎５：「理想女性」イメージ尺度の因子分析の結果（男女一括）

第１因子｜第２因子 ｈ２

自信のある－自信のない

行動力のある一行動力のない

視野が広い－視野が狭い

祇極的な－消極的な

自己羊張できる自己主張できない

知性のある一知性のない

洗練された－野暮つたい

自由な－不自由な

余裕のある－余裕のない

充実した一空虚な

社交的な－非社交的な

鋭い－鈍い

気が強い－気が弱い

訂
弱
伯
⑲
梠
諏
犯
妬
虹
調
銅
、
弧

●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●

i；:トカ：

駕心|：
､６０１．００

鏑１噸

:ｌＬｉ；
百コ~蒟

二;:Ⅶ：：

-111：：
、３４’、５０

．０７、３４

主体性

暖かい－冷たい

やさしい－きびしい

明るい－暗い

家庭的な－家庭的でない

かわいい－かわいくなし、

献身的な一利己的な

視野が広い－視野が狭い

忍耐強い－忍耐強くない

心が広い－心が狭い

おもいやりのある－わがままな

記
蛆
偲
侶
犯
侶
皿
⑲
師
⑫

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

明朗性

有
与

値

率（％）

固
寄

４．１１

３６．１

５．４８

５５．７

(パリマヅクス回転後）

の場合は，〈ソブィスケイティッド〉因子が高い。つま

り，『理想女性」のイメージは，男性の場合，他との関

係における軸が重要であり，女性の場合，自分の力を示

す11M1が重要であるということが言える。また，男女の差

が大きい尺度（図５）は「自信のある－ない」「行動力

ド＞因子と理解した。これは，他との関係ではなく，［１

分自身を軸とした力や意識の主張，自己の拡大の軸と言

える。第２因子として〈共同性>，第３因子がく主体性＞

となっている。このように男性の場合は，「理想女性」

のイメージとして<共同性〉因子の寄与率が高く，女性
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表６：「理想女性」イメージ尺度の因子分析の結果（男性）

1３

’第１因子｜第２因子，第３因子ｌｈ２

｢てiＪ
明るい－暗い

暖かい－冷たい

心が広し－心が狭い

やさしい－きびしい

おもいやりのある－わがままな

献身的な－利己的な

かわいい－かわいくない

忍耐強い－忍耐強くない

余裕のある－余裕のない

家庭的な－家庭的でない

社交的な－非社交的な

洗練された－野募ったい

､６４

．６２

．６０

．５７

．５５

，５０

`４３

．４０

．４１

．３６

､７８

．７７

，７５

．７５

．７３

．６９

．６５

．６０

．５９

．５６

肌
、
、
、
加
、
㈹
⑲
〃
的
皿
、

●
●
■
ｃ
●
Ｃ
Ｇ
ｃ
●
◆
●
●

一
一

（
ｂ
Ｐ
Ｃ
勺
１
ｑ
〉
勺
１
０
１
へ
Ｕ
Ｆ
Ｄ
Ｑ
〕
、
色

『
人
ｎ
〉
司
几
ｎ
〉
ｎ
〉
１
ワ
ニ
、
〉
（
Ｕ
、
多

ｂ
□
●
■
●
●
●
①
６
●

一
’

共同性

2８4１ －－－口ⅡⅡⅡ９↓－－－－－－－．－－－’０－－－

3８ ２１

自己主張できる自己主張できない

行動力のある一行動力のない

自信のある－自信のなし

積極的な－消極的な

自由な－不川由な

視野ががい－視野広狭い

充実した－空虚な

Ⅲ
、
恥
羽
、
鋼
澱

.６５

．６３

．６２

３
０
２
９
｜
、
２
１

０
１
３
３
１
２
０

●
０
●
●
０
●
●

4３

4２

5５

自己顕示性 5８ 5７

5１ 5７

4０ 3５

3６ 1６

）気が強い－気が弱い

…≦|難5::_麺…
＿｜寧塗２－学的

0２ 1６ 8０ 6７

0５１１ 7３ ､５４

．６８

．５０

0５ 1６ 3７

1５ 2１ 3６

２．１２

５６０｜
《リマックス

有
与

固
寄

値

率（％）

５．７５

４８．２

２．６７

2１．６ １
１

回転後）

のある一行動力のない」などあり，このことから，女性

ば自ら行動し積極的に生きたいと思っているのに対

し，男性たちは，あまり行動的過ぎないのがよいと思っ

ているのがうかがえる。これは，伝統的な性役割の価値

観に基づいた結果と考えることができる。つまり行動力

や積極性は，「男は外，女は家」の価値観においては男

性的な意味あいの言葉であるからである。東（1990）の

綱査における，女性より男性のほうが，性役割分担志向

が高いという結果に即したものと言えるであろう。
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表７８「理想女性」イメージ尺度の因子分析の結果（女性）

1４

－
１

｜貯一麹

第２因子第１因子 第３因子

知性のある－知性のない

社交的な－非社交的な

明るい－暗い

自信のある－１ｺ信のない

行動力のある一行動力のない

充実した－空虚な

色気のある－色気のない

洗練された－野暮つたい

余裕のある－余裕のない

自己主張できる自己主張できない

２
７
４
２
８
４
１
７
２
１

７
６
６
６
５
５
５
４
４
４

●
●
●
■
●
●
●
●
●
●

皿
加
犯
皿
叱
皿
羽
胆
肥

0１

4７１４

０１

卯
蛆
、
羽
犯
拓
羽
沁

3０

４１
ソフイス

ケイテヅド
10

0１

3８

3０

一・0８ ２１喝
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畷
Ｊ
凶
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羽
“
窃
肥
記
嘔
泌
犯
一
妬
ｕ
化
岨
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Ｉ
「
「
Ｉ
｜
「
１
．

科
赫
赦
科
’
な
い
広
が し
狭

し
“
山
誠
』
梛
泓
慰
一
鍼
唾
毬
騨
矯

た
家
び
利
の
気
か
忍
一
消
自
心
視
一

冷
一
ぎ
一
り
一
一
一
一
一
不
一
一
い

叶鋺》“》》》辨一繩錐蠅螂》

0９ 6３

1２ 4４

4３１０

0２ 3４

共同性
０５ 3８

1６ 3２

２１ ３７

1９ 3５

6９ 5６

6３ ４２

5６主体性 4５

5３ 3０

_［
5３ ４４

有
与

値

率（％）

３．８５

５０．５

而
寄

３．０３

２５．１

２．６１

１５．４

Ｉ

(･ミリマックス回転後）

なものであって，具体的な母親イメージをもとにつくら

れたものではない。そして，その理念的な母親イメージ

は近代の伝統的な母親イメージとかなり近いものである

ことがわかった。そして，小さな子どもを持っている母

親は，伝統的な母親イメージと近く，子育てを終えた母

親のイメージは．伝統的な母親イメージと大きく違うも

Ｖ・考察

調査の結果より，一言で表される「母親」には，プロ

トタイプ的なイメージがあるが，母親のイメージもライ

フステージごとにかなり異なることがわかった。つま

り，母親という言葉から連想する母親イメージは理念的
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｢理想女性」各尺度の平均値，ｔ検定の結果とプロフィール

男性
２３４５６７

1５

図５：

女性

1．９８＊＊＊

1．６８＊＊＊

1．３７＊＊＊

2.06＊＊＊

1．９７＊＊＊

１．４１＊＊＊

１．７５＊＊＊

１．９０＊＊＊

１．７４＊＊＊

１．５２＊＊＊

1．７５＊＊＊

２．７２＊＊＊

３．３２＊＊＊

１．６５

Ｌ８７

Ｌ５１＊

3.20＊＊＊

２．３３＊＊＊

3.13＊＊＊

１．３７＊＊＊

２．８９＊＊＊

１．６７＊

２．７６＊

＊Ｐ＜､0５

’１１僻のある

行動力のある

視野が広い

硫極的な

llLl主艇できる

知性のある

洗練きれた

自由な

余裕のある

允爽した

社交的な

鋭い

気が強い

暖かい

やさしい

明るい

家庭的な

かわいい

献身的な

視野が広い

忍耐強い

心が広い

色気のある

｢I信のない３．０４

行動力のない３．１１

視野が狭い２．４４

１１１極的な2.83

11己主張できない３．２８

知性のない２５２

野募ったい２．８９

不rlIl1な２．８３

余裕のない２．５７

空虚な２．５１

非社交的な２．４６

純い３．９５

気が99い４．１６

冷たいＬ６７

きびしい1.73

Ｉ暗い１．７７

家庭的でない１．９２

かわいくない１．７８

利己的な２．２８

視野が狭い２．４４

忍耐強<ない２．４７

心が狭い1.87

色気のない２．３６

＊Ｐ＜,００１＊＊Ｐ＜､０１

二二難
＊＊＊Ｐ＜,００１

のであった。つまり，子どもの年齢によって母親のイメ

ージが変わることから，母親イメージは育児の内容と大

きく結びついていることがわかる。つまり，子どもの世

話をかいがいし〈する，という態度や行動が母親らしい

とイメージされると言えるであろう。

また，『小学生の母親」のイメージがかなりネガティ

ブであったことの背景には，「赤ちゃんの母親」のよう

に，育児がたいへんではないという点で，伝統的な母親

的イメージで捉えるのが難しくなワ，また，「社会人の

母親」のように自由でもなく，外向性も感じられないの

で，このような結果になったのかもしれない。または，

マスコミなどによって描かれるこの世代の母親像などが

影響している可能性も考えられる。いずれにせよ，この

ような差を生んだ原因は今後，解明していかなくてはな

らない。

また，男女差であるが，「母親」イメージではほとん

ど男女によるイメージの差がみられなかったが，その他

では差が明らかになった。「赤ちゃんの母親」「小学生の

母親」「社会人の母親」の３タイプすべてにおいて男女

差が有意であった項[|は，「暖かい」「忍耐強い」「献身
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的な」「心が広い」とその反対語からなる項目である。

男性のほうが女性よりも，それぞれの母親を，冷たい，

忍耐強くなく，献身的でなく，心が狭いとイメージして

いた。これらの尺度は，他との関係を示す次元の〈共同

性＞因子に高い負荷量をもっており，これらは，また伝

統的な母親イメージをつくっている尺度と考えることも

できる。つまり，現在の社会における母親に対しては,

女性よりも男性のほうが，伝統的な母親的ではないと評

価を下していることがわかる。

また，女性の理想イメージといずれの母親イメージの

間には大きな差が見られる。母親イメージでは，他との

関係を表す「共同性」の軸が重要な次元を示していたの

に対し，自分の理想とするイメージでは，個人の中での

拡大や維持を示す因子の割合が高いことがわかった。現

代の女性たちは，他との､↓}係の中よりも，個人の持てる

力の作動性の中に,生き方を見いだしていきたいと思っ

ていることがうかがえる。しかし，それぞれの母親イメ

ージの中では，個人の力の作動性を示す尺度が,ネガテ

ィヴに評価されている。このことより，子どもを持つこ

と（母親になること）は，個人の力の拡大や発揮の機会

を失うことであると，対象となった２０代の人々が受け

とめていると言えるであろう。

Ｖ１．おわりに

２０代の女性たちが，理想として抱いている女性像と，

母親に対して抱いているイメージでは大きな差が見られ

た。理想としては自分の力を活かしていきたいと思って

いるが，子どもを持つと，自分の力を活かすどころか，

自由に生活できないと感じている｡つまり子育ては’

自己実現に，マイナスになると感じていると考えること

ができる。このことは，子育てから解放された母親に対

するイメージが，理想の自分のイメージと一番近いこと

からも，伺えるであろう｡

この背景には，子育てに'1Mしては，完全な性役１Ｍ分業

であるという社会の榊図があることが指摘できるであろ

う。家族が核家族化し，子育てという再生産労働が.母

親という女性によって担われた（上野，1990)。その後，

女性の就労の拡大などにともなって，家族が変化して

も，子育ては母親の役割という意識がまだ,深く根付い

ているのである。つまり，母親が仕１Ｆを持つのなら，仕

事も子育ても，そして家庭も,引き受けなくてはならな

いのだ。男女の雇用機会の均等化が進糸・職業上での平

等が進行しているが，その進行のスピードに比べ,家庭

内の平等の進行は遅れていると言えるであろう。また，

第３５号１９９２

社会環境の面では，育児を支援する施設やシステムの不

備などの問題もある。

以上のようなことが影響をし，母親のイメージと，理

想とする自分のイメージの乖離を生み出しているのであ

ろう。そして，それが出生率低下の－要因となっている

ことは否めない。

ある年間の女子の年齢各歳ごとの出生率を合計し

たもの。仮にその産み方で産んだとして，一人の

女子が一生の間に生むこどもの数でもある。

(注）
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